
 

学 校 名 等 岐阜市立岩野田中学校 

実 施 日 時 冬季休業中の任意の日 

会 場 各家庭   

参 加 人 数 全校生徒（４６４名） とその保護者 

学習課題（分野） 話そう！語ろう！備えよう！わが家の防災 

運営者の願い 

東海地震や南海地震などは、いつ起きてもおかしくない状態にあると言わ

れる。濃尾地震以降、岐阜では 130 年以上大きな地震は発生しておらず、実

際の大地震を体験した者が身近にはいない。東日本大震災時、普段の訓練

が生かされ、難を逃れることができた者もいる。いざという時のための備えが

重要だと考え、家族が揃うこの時期を話し合い確認するよい機会と考えた。 

学 習 の 内 容 

 

◎わが家の約束運動の類似活動として実施 
 

＜家族で話し合い決める内容      
家族みんなで確認する内容＞    ＜補助資料として提供した内容＞ 

 

・いざという時の家族内での役割分担      

・危険な場所・物のチェック              

・非常持ち出し品の準備                

・わが家の避難場所                    

・家族が離れ離れになった時の連絡方法   

・防災会議に取り組んだ感想 

 

 

 

  

活動後、PTA で実践カード

を回収し、どのような話し合

いがなされたかを確認し、保

護者に報告している。 

  在宅取組型（中学校）   

 

話し合いがスムーズに進む

ように、補助資料を裏面に印

刷したチェック表と決定事項

を記入できるカードを作成

し、全家庭に配付している。 

 

生徒貸出用タブレットの「連

絡帳」を活用し、取組の目的

やねらいについて、各保護者

に周知し、協力を依頼してい

る。 

・家具の配置や固定、身近に置くべき物  

・備えておくべき食料や飲料とその量 

・非常持ち出し袋の準備 

・家族同士の安否確認方法 

・避難場所や避難経路の確認 

＜わが家の防災の取組を終え＞ 

 元日に、実際に地震が起き、家族みんなで改めてよく話し合いました。防災リュック

の中身を確認し、足りないものは買い物に行き、付け足しました。また、ピアノをしっ

かり固定しました。地震はいつ起きるかわからないと言いつつ、どこか自分たちとは

遠い存在に思っていたところがありましたが、今回の取組でしっかり点検と確認が

できてよかったと思います。 


